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本論文は東アジア建築史に視野を据え、東アジアの内部で共同研究を推進するために、中国

史における体系化研究を第一の課題として提起した。中国建築史研究の中では、近年日本建築と

との比較研究を契機に、多大な成果を得た福建建築や江南建築などの南方建築体系が構築された

たと対照に、中国北方建築を中心とした体系化研究は今だに空白である。そのため、本論文は中

国北方建築における系統性を検証する上で、北方建築体系を構築することを目的としている。研

究対象として選定されたのは、東アジア建築における二大組物体系である「疎組系」と「詰組系」

の間に位置付けられる、宋・遼・金代の北方建築に見られる組物多様化現象である。	
 

	
 

	
 

１ 研究成果 

本研究の成果としては、従来の『営造法式』を中心とした宋・遼・金代の建築における語り

方を再検討し、『営造法式』が代表とする詰組系建築とともに、多様な組物を用いる北方建築体

系の併存を指摘した。それらの北方建築の組物に対して、その系統性を見出した上で、組物の多

様化における成立の経緯及び変遷の過程を明らかにした。これによって、本論文は東アジア建築

史研究を推進するための中国建築体系化研究の第一歩と位置付けられる。本論文の主たる内容は

以下のように総括することができる。	
 

	
 

１−１ 組物の要素分析から見た組物形式の成立 

論文の第一部では、組物を様々な構成要素に分解し、組物形式の変化、特に組物がもつ構造

性と装飾性の消長について考察を行った。このような考察を通して、本論文が注目する「組物多

様化現象」を成立させる組物形式の多様性の由来が解明された。	
 

考察の結果として、各要素は様々な起源を持ちながら、異なる発展過程を経って、構造性と

ともに装飾性も組物に持たせたことが分かった。各要素の中で、構造要素は組物の構造発展に制

約されるため、共通する時代性を示すが、それと対照的に、装飾要素は建築における自然や社会

環境に適応する美意識を反映しているため、より多くのバリエーションを表している。また、第



1 章の考察は、時代に従って組物の内部で起きた装飾要素の増加、又は構造要素の装飾化発展に

よって、組物全体が装飾化していくという過程を明らかにすることもできた。	
 

さらに、様々な組物の構成要素の中で、最も複雑な変遷を見せたのは尾垂木である。そのた

め、第一部の第 2章では尾垂木を抽出し、その形式の変遷に注目した。尾垂木形式の変遷につい

て考察した結果、尾垂木における構造機能の弱化は架構形式の変化に従っていたことが分かった。	
 

	
 

１−２ 架構形式の変化に従った組物の構造発展 

論文第二部では、10 世紀以降の日中建築において、仏殿内部空間の変化とともに架構形

式の変化に着目し、架構形式の革新に従った中国建築における組物の発展過程を考察した。	
 

10 世紀までは、古代的[身舎＋庇]架構形式は日中建築の主流であり続け、そして少なく

とも横材体系と斜材体系という二つの系統に分けられる。10 世紀以降に、横材体系に属す

る中国の北方建築において、成熟した梁構造を用いる屋根構造は一体化し、組物層の上に

のせるようになった。一方、斜材体系である江南建築の中で、屋根構造とは別系統として

配置された軒廻り組物が見られる。同じく斜材体系に属する同時代の日本建築では、野小

屋技術は普及し、屋根構造と軸部はそれぞれ独立した。すなわち、日中建築の軒廻り組物

はともに屋根構造の制約から解放され、「構造と意匠の乖離」を実現した。	
 

このような背景の中で、閉鎖的な内部空間をもつ日本中世仏堂は、内部意匠に力を入れ、

外部では簡単な組物を用いるようになった。それと対照的に、宋・遼・金代の仏殿におい

て、内部と外部の空間は伽藍を回遊する動線の一部として計画され、建築の外観は終始重

視されていた。そのため、中国建築の格式を反映する不可欠な外観要素として、軒廻り組

物はさらに発展した。	
 

	
 

１−３ 宋・遼・金代建築における組物意匠の分岐 

柱上組物における構造機能の弱化は、架構形式の考察を通して解明されたが、それに伴

い、元来補助的な構造である中備組物における 10 世紀以降の飛躍的発展について、第 5 章

で考察を行った。10 世紀以降に、柱上組物と相等する構造、または柱上組物を越える構造

をもつ中備組物が出現した。その後、柱上組物と中備組物とは同じ外観を示すかどうかに

よって、軒廻り組物に様々なバリエーションが見られる。	
 

中備組物の構造発展を考察した結果によると、柱上組物と中備組物は最初に構造が異な

っていたため、その外観に差異が現れるのは当然であると言える。後に、中備組物は柱上

組物と相等する構造まで発展したとは言え、柱上組物と同じ外観にする意匠、すなわち詰

組は、あくまでも一つの選択肢に過ぎないのだろう。様々な先行研究によって、「詰組は

組物の構造発展の完成形である」という観点は主張されているが、本論文はそれに対して

反論を提起した。	
 

また、一棟の建築の中で、浮彫中備を多様化する手法は中国最古の木造遺構である 8 世

紀の南禅寺大殿にすでに確認されている。三百年後の晋祠聖母殿に、多様な浮彫中備は、



柱上組物と相等する構造をもちながら、異なる外観を示す中備組物と同時に用いられてい

る。すなわち、軒廻り組物を多様化する意匠は、中備組物が発展する前からすでに存在し、

中備組物の構造発展に従ってさらに発展し、宋・遼・金代に亘って詰組意匠と併存してい

た。	
 

	
 

１−４ 組物多様化の意匠と論理 

宋・遼・金代建築の組物意匠の中で、『営造法式』が代表する詰組は多く語られている

が、組物を多様化する意匠はこれまで「未熟な地方技術」や「秩序のない自由創作」とし

て等閑視されていた。それら北方建築の組物多様化意匠は、詰組と異なる体系として自律

性を持つことが、論文の第三部の検討によって明らかにされた。	
 

論文の第三部は組物多様化意匠に対して、その系統性の解明、そしてその論理の解読を

行った。具体的に、第 7 章は遺構からみた様々な組物配置法を類型化し、「組物多様化」

に属する類型を抽出し、その特徴を考察した。結果として、組物の構造差異を反映する外

観差異、そして意匠によって付けられた差異はいずれも組物多様化の要素であることを確

認した。前述した組物における装飾要素の増加、又は構造要素の装飾化は、組物多様化意

匠において、宋・遼・金代の更なる発展を可能にした不可欠な必要条件でもある。	
 

詰組において軒廻りに同じ外観の組物を用いる原則とは対照的に、組物多様化意匠は意

図的に多様な軒廻り組物を用いている。特に中備組物の間に現れる差異は殆ど意匠によっ

て付けられたものと考えられる。第 8 章では、多様な組物を用いる遺構の組物配置を考察

することによって、一見バリエーションの多い組物は、一定の原則に従って配置されてい

ることを解明した。その成果として、それら遺構の多様な組物は「各立面を区分する」と

「同一立面の中で区別する」という二種類の目的に従い、建築の正方位・正面を強調する

原則、そして立面の中央又は出入口を強調する意図に従って配置されていると解釈できる。

さらに、組物多様化意匠の配置ルールは建築における伽藍の中の位置と深く関連すること

も明らかになった。	
 

また、各時期の遺構を考察すると、組物多様化意匠の内部では、論理の伝承と発展も見

られる。そのため、北方建築の組物多様化現象は組物の構造発展から相対的に独立し、自

律性をもつひとつの意匠体系として評価されるべきである。	
 

	
 

	
 

２ 展開の可能性 

本論文は中国建築の体系化研究に目指し、中国建築における特質を見出すために、組物

を中心に日中建築の比較研究を行った。それを契機に、日本建築様式体系に対しても初歩

的考察を行い、東アジア建築の全体について検討するような視野を広げることができた。	
 

東アジア建築における様式体系の研究は、最初に西洋建築の様式論の影響を受けた日本

の建築史家によって作り上げられた。それ以来、東アジア建築史は日本建築史の研究を土



台にし、高度に体系化された枠組となっている。しかし、これまでの日中建築の比較研究

は、単一の価値観の下で行われた中国建築史研究の現状に制約されていることを痛感した。

そのため、より多元かつ立体的な研究の枠組が求められる。本論文が行った中国の北方建

築における体系化研究は、多視点下の中国建築体系を構築する試みであり、今後中国の国

内でも、東アジアの視野でも展開の可能性を見せつつ、新たな課題を多く提示している。	
 


